













































































































































































































































済的な理由があげら た。まず人種的な観点から 、 「レイス法案」が人種差別的なテキストであり、国籍を問わず移民の入国を許可するブラジルの憲法に逆らうものであると断言された。そして、何人かの政治家は、むしろ日本移民は人種的かつ労働的な面において高く評価された。例えば、当時のブラジル国家統計局長であったブリョンエス・カルバリョ（
J.L.S. de Bulhões Carvalho ）は、日本移民






























































業に卒先すべきであ 各個人の周到なる用意と綿密なる注意は同胞の伯国に於ける位置の根底を為す ものであって、苟も一日たりとも伯国に住居せん 欲 者は此の観








































。 また同大使は、 一九二四年に開催された 「帝国経済会議」




































































エリート層は、自国の フリカ的要素に対して抱いた劣等感を克服する め、国民の「白人化」 推進 ようと考えたのである。それについては、前掲（１）に詳しい解説がある。
（３）前掲（１）二四頁。なお、 「白人化」については丸山浩明「ブ
































（（）斎藤広志『ブラジルの日本人』 （丸善、一九六〇年）二九頁。なお ８ 四七頁にも日本 への渡航補助金 更新の拒否について言及がある。
（
（（）アンドウ・ゼンパチ「外國移民 入國史」 『ブラジル研究叢書』第二集、一九五 年、一 三七
（













































































 :  外務当局抗議せん」 （一九二四年一一月九日 『国
民新聞』記事） 。
（
（（） 「排日移民法案上程ノ運動ヲ未然ニ防止スル様尽力要望ノ件」 『日本外交文書』大正一三年第一冊、 二五七―二七五頁
（
（（）前掲（
（2）を参照。
（
（7）外務省調査部編『帝国議会に於ける外務大臣演説集』
（一九四〇）一二二頁。
（
（8）飯
漥
秀樹「一九二〇年代における内務省社会局の海外移
民奨励策」 『歴史と経済』一八一号、二〇〇三年、三三―四九頁。
本研究は二〇一二年度の立教大学史学会大会において研究発表を行い、質疑応答を経たものである。（リヨン第三大学大学院日本語・日本文化研究科博士課程後期課程、本学ラテンアメリカ研究所研究員、本学会員）
